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にして』あるいは『なぜ』という質問が頻

繁に寄せられました。これは一般公開の

期聞 中にとりわけ顕著 に見 られ,8万

9,872人 の 人が神殿 を訪れました。時に

は,雨 の中を3時 間も待 たされる人々も

いました。 しか しためらう人はいませ ん

でした。そこにいたすべての人が神の宮

を見たのです。

奉献式では,ゴ ードン･B･ヒ ンクレー

副管長が奉献の祈 りをささげ,賛 美 の
あかし

歌,真 実の証,感 謝の涙と祈 りが,こ

の歴 史的な行事 を飾 りました。『どのよ

うにして』あるいは『なぜ』という質問に

答 えるには,そ の国の教会員の信仰 や

献身,愛 について知る必要があります。

当時,会 員数は5,000人 に満たなかった

のですが,活 発 さでは世界 中のどこにも

負 けませんでした。｣(｢イ エ スを愛する

人々｣『リアホナ』1999年3月 号,6)

神 殿 が完成 したとき,会 員たちは神

の宮の奇跡を経験しようと,言 葉に表せ

ないほどの喜びを胸に訪れた。フライベ

ルクの住民までもが｢わ たしたちの神殿｣

と言うほどだった。神殿はこの町に新た

な希望を与えたのである。

神殿 の改装が始 まったとき,地 元の

住民は動揺 した。｢わ たしたちの神殿 を

どうするのですか｣と 彼らは尋ねた。｢塔

はどこに建てられるのですか。｣

メーサー神 殿長は地元住民を集めて

こう説 明した。｢も っと美しくなります。

敷地が広げられ,ま るで公園のようにな

ります。｣こ うして,住 民は満足して家路

に就いたのである。

天使モロナイ像 を設置する式典 に集

まった人々の中にエリック･ツ ァーソンが

いた。彼がバプテスマを受けたのは76

年前である。妻とともに様子を眺めてい

た彼は,モ ロナイ像の設置に喜びを表し

て言った。｢世 界中の神殿 に見 られる象

徴がついにここにも付 けられるのです。

神殿が建てられたことは奇跡でした。こ

れからは,こ の特別な象徴を持つことが

で きます。バ プテスマフォントには牛が

置かれます。これはわたしたちにとって

ほんとうに特別なことなのです。｣

グリューネワル ド神殿 長は話の中で,

遠 くはウクライナや ロシアからフライベ

ルクを訪れた聖徒たちについて触れてい

る。一部の会員たちは片道52時 間バス

に揺 られてやって来た。｢彼 らは神のお

られない生活,聖 書のない生活 を経験

してきました。今彼 らはその強い信仰に

よって神殿まで来たのです｣と 神殿長は

語った。

フライベルク神殿では9つ の言語で儀
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トイツ フライヘルク神殿は現在改築中てあり

完成時には現在の約2倍 の規模となる。

写真/ハンノ ルシン

式が執行 され,幅 広い言語に精通 して

いる儀式執行者たちが ここで奉仕してい

る。 自身も8か 国語 を話すグリューネワ

ルド神殿長はこう語った。｢わ たしたち

はいつの 日か,自 分の国に神殿が建て

られ,そ こで奉仕するときのために儀式

執行者を訓練しているのです。｣□

臨

首 相,二 』.一ジーラン ド神殿 のイルミネーションを点 灯

マ リ リン･レ オ ナ ル ド

日,ニ ュー ジー ラ ン ド･ハ ミル トン

先神殿訪問者センターの年次クリス
マスイルミネーションおよびコンサー ト

が催された。その賓客 として,ニ ュージ

ーランド首相であるヘレン･ク ラーク陛

下が出席した。

国家の高官が神殿のクリスマスイルミ

ネーションを点灯 したのは,前 年に引き

続き,2001年 のクリスマスで2年 目であ

る。12月1日 から24日 までの毎晩,ク

リスマス音楽および賛美歌 のコンサート

ニュー シー ラント 八ミル トン神殿訪問者センターの

クリスマスイルミネーション点灯式の特 別招待客。

(左か ら)マ リリン レオナル ト姉妹

シ トニー シェパー ト ヘン ヒッポライ ト

ヘ レン クラーク首 相 トニー オス ホー ン

テ ット ムー トン レオDレ オナル ト長老。

写真/ケ リー ショーン

1瀕

リアホナ/2002年5月 号
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モスクの完成記念式典に出席したオークス長老

スマスの時節にあなたとともに祈 ります。

我々はあなたとその家族に平安 と慰めが

あるよう祈ります。｣

享年26歳 のブレイディー･ハ ウエルは

アイダホ州シュガーシティー出身で,ス

ペイン･ラ スパルマス伝道部で伝 道した

帰還宣教師であった。テロリストがハイ

ジャックした飛行機 を施設に激突させた

とき,彼 は国防総省の海軍情報部課長

の研修生だった。ハ ウエル姉妹 はユタ

州下院議員ジム･ハ ンセンが議長を務め

る住宅供給 委員会の助手 として働いて

いる。ハウエル姉妹はバージニア州マウ

ントバーノンステーク,ク リスタルシテ

ィーワードの会員である。□

『チャーチニューズ』(0わαroわ1>θ凶/s)2001

年12月29日 付けの記事を基に編集。

二使徒定員会のダリン･H･オ ーク

十ス長老 は2001年11月3日 合衆 国

カリフォルニア州ガーデングローブに完

成 したマジ ド･アル ーラーマンモスクの

完成記念式典 に参列 した。 オークス長

老 とともに,北 アメリカ西地域会長会会

長で七十人のディーター･F･ウ ー クトド

ルフ長老 も参列した。このモスクは地元

のイスラム教信者の礼拝堂として使用 さ

れる。完成記念式典 において,教 会指

導者 は｢家 族｣と 名付けられた彫像 をモ

スクのディレクターであるムサムニ･H･

シデ ィキ氏に贈呈 した。□

『チャーチニ ューズ』(0畑roわ1Vθw5)の 厚意に

よσ2001年12月22日 付けの記事 より掲載。

響

ノ

駿
ワ

臥
畷
鍵

マジ ド･アル ーラーマンモスクのデ ィレクター,

ムサムニ･H･シ ディキ氏に彫像を贈呈する

ダリン･H･オ ークス長老(右 か ら2人 目}と

ディーター･F･ウ ーク トドルフ長老(左)。

そのほか,モ ス ク役員のファワ ド･ヤコブ氏(右)

と八イサム･ブ ンダクジ氏。

写真/『チャーチニューズ』(0リロrσ台～θWS)の

厚意により掲載。

違いを生み出す教会員
成功する末日聖徒の指揮者

ウスカロライナ州チャールストンス

サテーク,マ ウントプレザントワー ド
の会員であるバンディット･アングラング

シー兄弟は,チ ャールストン交響楽団の

準指揮者として高い評価 を受けている。

タイ出身のアングラングシー兄弟 は,

ユ タ交響楽団の準指揮者としてソル トレ

ークに赴任した後
,2000年4月 に教会員

となった。アングラングシー兄弟はユ タ

州滞在 中,タ イで伝道したメァリー･ジェ

ーン･ジ ョーンズ姉妹 とも出会い
,後 に

ソルトレーク神殿で結婚 し,結 び固めを

受けた。アングラングシー姉妹は昨年12

月の公演で,ソ プラノ独 唱者としてチャ

バ ンデ ィッ ト･ア ングラ ングシー兄弟は

ユ タ交響楽団の準指揮者 と して赴任中に

教会員とな った 。

写真/ユ タ交響楽団の厚意により掲載。

一ルストン交響楽団に参加 している。

アングラングシー兄弟は交響 曲および

オペラを合衆国各地で上演 し,オ ース ト

ラリア,オ ーストリア,チ ェコ共和 国,

イタリア,メ キシコ,ポ ル トガル,グ ル

ジア共和 国,ロ シアで客演指揮者 とし

て出演している。

衣類2,000着 以上た寄付したステーク

鞭

､織 囁. 矯､一 夢

､

嫉
アリゾナ州ピマステークの姉妹たちは,

2,000着 以上の衣類を作り,

人道的奉仕センターに寄付した。

リゾナ州 ピマステーク扶助協会の

ア姉妹たちは,教 会の人道的奉仕
センターが女児向けの衣服 を常に必要

としていることを聞きつけると,2001年

中 に2001着 の衣服を集めるという目標

を設定 した。扶助協会 の姉妹 たちは,

状 態の良い古着を寄付するとともに,新

品の洋服 を縫うための生地 と,そ の縫製

に費やす時間をもささげた。年末には目

標を100着 以上 も多 く達成した。衣類は

人道的援助センターおよびデゼレト産業

に寄付 された。

オーストラリアの末日聖徒が

平和賞を受賞

一ストラリアの教会員が,同 国に

オ おける先住民 と非先住民間の理解
と和解の促進に努めたことに対 し,2001

年10月,パ ックス･ク リスティ国際平和

賞を受賞した。

オーストラリア･ニ ューサウスウェール

ズ･ア ルベリー地方部アルベリー支部の

エディー･ニ ーボーン兄弟 は,オ ースト

ラリア先住民のパ ンガンガラン族の子孫

である。ニーボーン兄弟は約20年 間,

同先住民の文化,歴 史,芸 術に関する

講演をオーストラリアの若者に向けて実

施 し,家 系が異なる人々の間に社会意

識が強まり,お 互いが受け入れられるよ

う努めてきた。ニーボーン兄弟はさらに,

行 政,医 療,警 察および軍隊に携わる

人々の教育 に役立つよう,オ ース トラリ

ア先住民 の文化に関する執筆も頻繁 に

行っている。

パックス･ク リスティ･インターナショナ

ルは,カ トリックの非営利,非 政府･平
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とに気づいた。ロト姉妹はワードの姉妹

たちに,ロ シアのカレリア共和 国にある

産科医院であるピトカランタ病 院のため

に,妊 婦の役に立つような小包を作る手

助けを要請 した。老いも若 きも,末 日聖

徒 とほかの宗派の人々がこの計画のため

に一体となった。

姉妹たちはブランケットを40枚 編むと

いう目標か ら始めた。1,200枚 以上 のプ

ロソクが出来上が り,編 み合わされて毛

布 になった。毛布全体 を一 人で編 み,

縫 い合わせた人 もいた。糸を提供するこ

とで協力 した人々もいた。結局58枚 の

毛布 が完成 した。参加者はさらに,自

宅,友 人,近 所の入 々,会 社,中 古 市

などから入 手した乳児用の衣類,お む

つ,新 生児用品を集めた。

この企画が始まる直前に改宗して教会

員となったクリスティナ･カ リオマキ姉妹

が最 も熱心な参加者だった。クリスティ

ナ姉妹は合計100枚 の ブロックを編んだ。

この企画のおかげで教会 と扶助協会に友

達ができた。｢このようにたくさんの人々が

かかわる企画に参加できてほんとうによか

ったです｣と クリスティナ姉妹は言った。

他宗派の会員を含む少なくとも50人 の

女性 が小包 に物 を詰めようと集まった。

タンペレワード扶助協会書記のマリタ･

コルペラ姉妹は｢ワ ードの体育館 に足 を

踏み入れたときは,驚 きであおむけに倒

れそうになりました。体育館が物であふ

れていたからです。わたしたちも奇跡を

起こせるのだと実感 しました。｣

ア ンナスティーナ･ル ースカネン姉妹

は若い女性から扶助協会に移ってきたば

ロシアの孤児支援のため`

再び結束する友情
ショーン･D･ス タール

シアでの奉仕を終えた二人の帰還

口
宣教師が,｢ロ シアへ愛を込めて｣と

呼ばれる非営利団体 運営 のために再会

した。彼 らの 目的は,物 資を寄付 し,

奉仕 を提供することによって,ロ シアの

孤児の生活 を改善することである。

｢孤児 院の子 どもたちには,時 折与え

られる愛以上のものが必要です。｣組 織

の創立者であ り,会 長 を務めるタイソ

ン･バ ウアーは言う。

ブラッド･クレーマーとともにバウァー

兄弟は非営利慈善事業へ の協力 を要請

するために働いた。ユタ州プロボのブリ

ガム･ヤ ング大学の学生 として,プ ロモ

ーションビデオ作成用 ビデオカメラとコ

ンピューターに私財 を投 じ,ビ デオ完成

に向けて夜を徹 して働いた。

多 くの試練 に直面 したが,二 人は着

実に前進を続けた。家族から幾ばくかの

記された。

｢この小包にはわたしたちの愛と友情が

表れていました｣と コルペラ姉妹は言った。

｢手編みのブランケットはある意味で扶助

協会を象徴するものです。編物の断片が

つながれたように,わ たしたちもこの企画

の間に一体となりました。わたしたちは

天の御父 によって織 りなされたパ ッチワ

ークの一片でした。この小包はわたした

ちの友情 と愛の象徴だったのです。｣□
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5口
～仙台伝道部の宣教師たちもボランティアで参加～

障宝者のための国際会議に教会が協力

的障害者

知と家族ら
の支援を目指す国際会議｢第12

回国際加齢 知的障害･クオリティ

オブライフ円卓会議｣が3月13

日から15日 までの3日 間,郡 山

市の｢ビ ッグパレットふくしま｣で

開催された。この国際会議にお

いて郡山,仙 台,山 形,会 津若

松,い わき,福 島で働く盲教師

たちが通訳をはじめ受付や会場

整備などの場で運営に協力した。

また同円卓会議では,ア ジア北

地域広報ディレクターのM･ト ム･

清水長老夫妻によるソルトレー

クの教会と地域における福祉活

動についての発表もなされ,14

日には来賓の寛仁親王殿下によ

るこ基調講演も行われた。郡山

市に隣接する三春町では,同 町

出身であり日本人として初めて

末日聖徒イエス･キリスト教会の

会員となったと伝えられている

勝沼富造兄弟の貢献とその縁か

ら,伊 藤 寛町長により外国から

の参力□者のための特別な歓迎会

も催された。歓迎会ではボラン

ティアグループと教会を代表し

て,ア ジア北地域会長会のホー

肇癒

ルス トロム会長によるあいさつ

が行われた。また,グ レームズ

伝道部長や宣教師による音楽の

発表は多くの参加者の心に残っ

凸

た。それは,国 際会議がボラン

ティアの精神と友愛の気持ちで

支えられていることを印象づけ

るものであった。□

《
轟 織

国際会議に参加した人々。左から5人 目が ドナル ド･L･ホ ールス トロム会長,

右か ら4人 目は寛仁親王殿下。

松山地方部/新居浜支部 真鍋家族

ど もた ち が イ ン ター ネ ッ トをす る｢子
ようになって,ど んな情報 を見

ることになるか不安でした。好 きなよう

にインターネットを使わせていたら,子

どもたちに悪 い影響が及 ぶと思 いまし

た。教会の指導者もインターネットの弊

害について度々話しています。有害な情

報をシャットアウトするようなソフトを探

しましたが,な かなか納得できるものは

ありません。ですから,あ ったら良いな

と思われるソフトを自分で作 り上げてし

まいました。｣

松 山地方部,新 居 浜支部に所属する
まな べみ ち と

真鍋道人兄弟は,コ ンピューターのシス

テムエンジニアとして個人で会社 を経営

する傍 ら,未 成年者 にとって有害 な情

報を含 むホームページを表示できなくし

たり,不 適切であると判断 したページを

個別に登録 して表示できなくすることが

家族を守る盾を築く
～インターネットの有害情報をカットするソフトウェアを開発～

可能な｢フ ァミリーガー ド｣と呼ばれるソ

フトを開発 した。

有害なサイトから子どもたちを守る

｢自分たちの家庭で使いたいという気

持ちからスタートしました｣と,真 鍋兄

弟は開発に至った発端を語る。｢世の中
はんらん

に氾濫する悪質な情報 を見て,子 ども

たちのために何かしなくてはならないと

常 々感 じていたからです。暴力的 な情

報,性 的な情報などの有害なサイトに加
アンチ

え,末 日聖徒を批判する,い わゆる反

モルモンサイトも勝手 に入 り込めないよ

うに設定できないかと工夫しました。｣

仕 事柄,毎 日のようにコンピューター

と向 き合 う真 鍋夫妻が憂慮 していたの

は,世 の中の性道徳の乱れ に家族 とし

てどのように対処 してい くかということ

だった。｢パ ソコンに親しんでいる子 ど

もたちが,無 防備のままインターネット

の世界へ入 り込んでい くのは危険です。

子 どもたちがインターネットで何 をして

.いるかに無関心 な人々もいますが
,イ ン

ターネットの現状 を知っているならば放

任はできないはずです。わいせつな情報

へと導 く技術もとても巧妙にできていま

1黛舗 麟_
覧ピ(け んと/(い つ庭 の 中 に 入 り込 ん で い る

鞭 。 次男)次 女)こ と もあ り得 ます
。｣･戚

こ う真 鍋 兄 弟､誌 熱･

㌦{.

●真鍋道 人 騨.

(みちと/繋 楓､

お父さん)醇
,
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うに家族の写真を見せる姿か ら,家 族

が互いに心から愛し合っているのを感じ

て深 く心を動 かされたという。｢宣 教師

のように,ま た彼 らの家族のように幸せ

になれるのならば,信 じる価値 はあると

思いました。わたしたちの普段の生活そ

のものが伝道になるんです。｣
ひかり

長女の光姉妹が高校生のとき｢ク ラス

で一人だけ聖書を知っている人がいる｣

と話したことがあった。｢じ ゃあ,家 庭

のタベに呼んだら｣と喜代美姉妹は提案

し,結 局2年 ほどの時間を経てその友人

は改宗へ と導かれたという。

｢良 い意味で 自分を持 っていなさい。

堂々としていなさい。教会員としての誇

りを持 ちなさい｣と 真 鍋夫妻は子どもた

ちにアドバイスするが,友 人に伝 道しな

さいと特 に言ったことはない。その友人

の改宗は,自 分 自身の生活の様子を通

じて子 どもたちにも福音を伝える機会が

あることを象徴する出来事だった。

若い人が育つ環境を

有害な情報から守ることをはじめ,若

い人たちを育てることに深い関心を示す

真鍋兄弟はこう語る。｢自 分たちが独身

会員のころは,す ばらしい指導者との出

会いがありました。彼 らは人間的な魅力

を通してわたしたちに多 くを教 えてくれ

ました。若いときにたくさんのことにチ

ャレンジさせてくれた指導者 に感謝して

います。それ らの経験によって成長する

ことができました。今思えば,若 い人た

ちがよく育つ環境を指導者の方々が作っ

てくれていたような気 がします。｣真鍋兄

弟がソフトを制作 した理由の一つも,青

i

･藻 勲 繍 偽

少年を取り巻く環境を改善したかったか

らだ。

行動によって教える

現在,喜 代美姉妹はボランティァとし

て,精 神障害者の社会復帰 のためのプ

ロジェクトに携わっている。喜代美姉妹

たちのグループはすでに4か 所 の作業所

を立 ち上 げ,来 年には社会福祉法 人と

して認可 を受ける準備 も進めている。

｢ボ ランティアとして働いてもらった り,

精神障害者の家族からサポートを受けた

りするなど,多 くの人によって助けられ

ています。中には 自分の退職金を寄付

するような人もいます｣と 喜代美姉妹 は

話す。真鍋兄弟 もこれまで資金 的援助

を通 じて応援 してきた。その真鍋兄弟

に今後の夢 を尋ねると,｢フ ァミリーガー

ドが売れたら(そ のプロジェクトのため

に)寄 付をしたい｣と 笑顔で答 える。｢も

っと寄付をして｣喜 代美姉妹の力になり

たいのだという。｢わ たしたち夫婦は二

人合わせて一人前ですから｣と笑う。

｢精神的な病を患った人のほとんどは,

病 気が治って社会復帰 できる能力があ

るにもかかわらず,社 会の偏見 もあって,

病 院で過 ごさなければならないというの

が現状です。｣喜代美姉妹が携わってい

る授産施設は,退 院した人たちの受け

皿として,偏 見 を克服 し社会 に復帰す

るためのお手伝いをしているのである。

喜代美姉妹 は時に,初 等協会の活動

で子どもたちを,障 害者の方々と接する

場所へ連れて行 くこともある。｢子 ども

たちからはいろいろな質問が出ます。 目

が見 えなくても,わ たしたちと外見が少

。辮 概 .

聾

無

驚
覇
　鑑
轟

囎∵麟

購

蟻

､甥

躍 錦

/墾
。､､

晦

しばか り違っている人であっても,み ん

な神様の子 どもだと理解することができ

るんです。人がお互いに補い合 って生

きていくことを知って子 どもたちの 目が

開かれるんです。｣

真 鍋夫妻 は,言 葉 で説教するのでは

なく自らの行動を通 じて,人 間として大

切なメッセージを子 どもたちに投げかけ

ている。

地道に継続することで築く盾
はんらん

インターネットの中に氾濫する悪質な

情報 は社会の病巣 と言える。真 鍋兄弟

はそうした情報から子 どもたちの心を守

り,喜 代美姉妹 は心の病 に冒された人

を勇気づけて立ち直らせることに専念し

ている。

｢子 育ては 自分の信仰の集大成です｣

と真鍋 夫妻は語る。｢非 常に大変なこと

です し,知 恵も必要です。ほんとうに子

どものことを思うのであれば,戦 わなく

てはいけないときもあります。子 どもに

遠慮 してはいけませ ん。それが愛情で

す。あいまいな態度で接すれば子 どもた

ちも悪い方 向へ流されてしまいます。家

庭の夕べを含めて,正 しいと思うことを

継続することが大切だと思います。｣

真 鍋兄弟 は仕事に追われて明け方に

帰宅することもある。 しかし,朝,家 族

で聖文を読むときには疲れていても起き

てくる。そ して読み終わってから再び体

を休める。｢地 道な努力ですが,続 ける

ことが重要なんです。続 けていれば子

どもたちは道をそれそうになっても戻っ

て来ます。子 どもは親を見ていますから,

その程度の信仰だ,く らいに思われては

いけません。そのためにも親があきらめ

ずに続けることです。｣

どんなに疲れていても家族 と子どもた

ちを大切 にする真鍋夫妻は,真 鍋兄弟

の制作したソフトよりも強力に,家 庭に

入り込もうとする悪の影響か ら家族を守

る強い信仰の盾そのものなのである。□

真鍋家では,天 気の良い日には､よ く家の庭で

さわやかな気候を楽しみながら昼食をとる。

真鍋兄弟も しばしば昼休みには,

オフィスから車で5分 ほどの自宅に戻 り,

家族と食事をともにすることにしている。

この 記事へ の 乙感 想は､tec@nbn.ne.jp真 鍋家 族 まで。

､襟難 訟 ご
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出席 したときの霊 的な体 儲

験は,作 品作 りに大 きな

一石 を投 じるもの となっ

た。｢神 殿 の奉献式でヒン

クレー大管長の祈 りに耳

を傾 けているときでした。

神様 の御 霊 を強 く感 じ,

自分の中で 白い炎が燃え

上がっているようなイメージをはっきり

ととらえることがで きました。その とき

に,自 分が取 り組んでいる,目 に見 え

ないものを感 じ取って形にするというこ

とは,ま さにこのようなことを言 うので

はないかと知ることができました。｣

も っといいものを引き出す

ワードで初等協会 の責任 に召 されて

いる楢原姉妹は,ガ ラスの良 さを引 き出

すことと子 どもの良さを引 き出すことに

は共通点があると感じている。

｢ガ ラスという素材はこうあるべきだと

決めつけがあると興味ある作品にはなり

ません。制作はたとえて言えば,ガ ラス

と対話 をしているようなもので,わ たし

はガラスの様子を見極めながら,そ の表

情を引 き出してあげる役 目をしているに

すぎません。

初等協会で子 どもたちと学んでいます

が,同 じように,こ の子 はこうだろうと

決めつけると子 どもにとっても自分にと

ってもあまり気分 のよいものではあ りま

せん。その子の良さを引 き出すこと,つ

まり,自 分の思っている以上にその子の

中にもっといいものがあると考 えてあげ

ることが大切です。｣

｢ガ ラスは 自分 の思いどお りにコント

ロールするのが とても難しい素材です。

作家それぞれに自分のやり方やセオリー

があるのですが,そ れをまねするだけで

は作 品を制作 する意 味があ りません。

失敗 は恐いことですが,自 分の勘を信

じてやるだけのことを行います。そして,

ガ ラスを窯 の中に入 れた後は,結 果 を

神様 の手 にゆだねます。 自分の手でど

うすることもできない部分ですから神様

に頼 むしか ありませ ん。結果が,自 分

の望 んだとお りにならなかったときはそ

の理 由について考 えてみます。そ して,

それを次の制作に生かす教 訓とします。

彗作品の仕上･･を 融 める楢原蹴

これはわたしたちの信仰生活にも通じる

ところがあります。｣子どもたちを育てる

ときに,あ るいは自分の人生そのものさ

えも,そ れは必ず しも思いどおりにコン

トロールできるものではない。 自分はベ

ス トを尽 くしても,手 の届かない｢窯 の

中｣が あり,時 に不本意な結果 もある。

そこからわたしたちは主の道 を学び,よ

り良いものを引き出すのである。

地味な仕事から糧ぎが生まれる

自身の制作過程を振 り返 って楢原姉

妹は話す。｢100パ ーセントのうち20パ

ーセントが作品がで きたときのうれしさ

です。後の80パ ーセントはつらかったこ

ととして思い出されます。人生も同じで

す。毎 日が楽 しいことの連続であるはず

はありません。つらいことが多いか らこ

そ楽しい瞬間もあるのだと思います。｣

楢 原姉妹 が制作 を通 して学んだこと

の一つに｢実 行する｣と いうことかある。

｢作 品は頭の中で考えている状態では作

品とは言えません。 自分のビジョンを完

全 に実現することは難 しいことですが,

作 品がこの世 に誕生するかしないかはす

べ て自分 自身にかかっています。福音

も『絵 に描いたもち』の状態では十分では

ないと思います。これまで教会の中で多

くの方々の模範や行いに触れて,そ のよ

うに感 じるようにもな りました。神様の

教えを完全に行動に移すことは並たいて

いのことではあ りませんが,制 作 と同じ

ように自分 にできることか ら黙々とやっ

ていけば,い つか は必ず道 が開けると

信 じています。そうして行動を起 こした

ときに初めて神様が導いてくださるのだ

と思います。手を広げて待っているだけ

ではだめだと気づ きました。｣

ガラスの作品を仕上げる最後の工程に

磨 き上げがある。その作業は忍耐を要す

るので嫌 う人 もいるが,楢 原姉妹にとっ

ては魅力あるものだ という。｢光 ってい

ないものを磨いて,時 々手を止めて輝 き

を確認 しながら磨き続けます。磨 くのは

どきどきする作業です。 とても地味な作

業で,忍 耐が必要とされますが,地 味な

作業に耐えられるかどうかが大切なポイ

ントになってきます。｣磨いた後に汚れを

洗い流 し,水 分をふき取ったとき,突 然

輝 きが顔を出すのには胸が躍 るという。

〆譲 礫 懇き購 レ1態
醜 蝕

　瀬癖

堅一･･上 けの工程･使 う多種多様なヤス･の鞘

綜!
憲

漉_戸 該 夢 爆聲 瀞
中 下 様々な方法て根気よく磨いていく。

曝

ガラスを扱いながら,そ の制作に信仰

や人生との様々な接点を見いだしている

楢原姉妹。一見,無 機 質なイメージの

ガラスは彼女にとって,絶 えず変化を繰

り返す生 きた存在として映っている。そ

の作品 と同様に,初 等協会の子 どもた

ちや接す る人 々の中に,信 仰生活 にお

ける様々な出来事の中に,楢 原姉妹は

胸躍る輝きを見つけようとしているので

ある。□

この記事 への こ感想 はkurosuke24@hotmallcom

楢 原姉妹 まて 。
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恥 の繍み一 　

うか日本にも戻る気持ちを失いかけてい た。わたしは再びバックパックを背負い, っしゃるのですか｣と,祈 りの中で何度

ました。わたしの中では,教 会に戻 らな 一人旅に出かけました。異国の地で舗装 も尋ねました。主は穏 やかな平安ととも

ければという気持 ちと,も う戻 ることな されていない道を歩 くとき,わ たしはい にこたえてくださいました。｢あ なたが

どできない という気持ちがぶつかり合っ つもキリス トが この世 に生 きてお られた どれだけ弱いかも,ど れだけ挫折を繰 り

ていました。 時代に思いをはせることができました。 返すかも,す べてを知 りながらわたしは

インドのカルカッタを旅 していたとき あなたを愛 し養ってきました。あなたの

｢わたしは神様の娘なの℃すか｣ のことです。わたしはマザーテレサが残 失敗も経験も何もかもが伝道でこそ生か

結局,わ たしは決心がつかないままに した施設 を訪ねることにしました。そこ されるでしょう。｣

モザンビークを後 にして旅 を続けること には,小 さな鉄のベ ッドに寝かされてい

にしました。アフリカから再度 ヨーロッ る女の人がた くさん並 んでいました。シ アフリカの人々に福音を

パに戻 り,バ ックパ ックを背にヒッチハ スターからわたしは,自 分の目の前に寝 それか らしばらくの後,わ たしはポル

イクをしなが らいろいろな国 を回りまし ている老人を運んで体を洗うように言わ トガル･リ スボン南伝 道部へ と召されま

た。それは自分探しの旅のようでした。 れました。その老人はやせ こけていて, した。ポル トガルに 日本 人の宣教師が

そして中国まで来たときにやっと日本に 体の節々は硬 くなり動けないようでした。 召 されるのは初 めてのことだったので,

帰 る決心がつき,フ ェリーで 日本にたど わたしは,シ スターに促 されるままに老 自分でもポルトガルでどんな伝道をする

り着きました。 人を持 ち上げようとしました。体の重み のか さっぱ り見 当がつきませんでした。

バックパックーつで帰 国してからの生 がわたしの腕にかか りました。けれども,. で も,す ぐに主の御心が分かり始めまし

活は想像以上に苦しく,教 会に戻る決 わたしの体が旅の疲れで弱っていたせ た。ユタ州プロボの宣教師訓練センター

心 も依然としてつきませんでした。家族 いか,簡 単に持ち上げられると思ってい (MTC)へ 入 ると,わ たしと同期でポル

はバラバラで帰るべき家はなく,廃 屋に た老人をわたしは抱えることができませ トガルに行く姉妹宣教師はいませんでし

なっていたアパートを大家さんから格安 んでした。わたしは人の命の重みを体で た。そのため,MTCに 入 る数か月前に

で借 りて生活 しました。 日本に帰っても 感じたような,と ても神聖な気持ちがし 新 しく教会がで きたばか りのモザ ンビー

一人旅 をそのまま続けているような孤独
ました。｢あ なたは,人 一人の価値がど クへ行 く長老たちとともに訓練 を受ける

感がありました。信仰生活を続けていく れだけ大 きいかを知っていますか。｣｢あ ことになったのです。モザ ンビークに教

うえで わたしにとって難 しかったのは,
あかし

神様はいらっしゃるという証はあっても,

なたは,キ リストの愛がその一人一人に

向けられていることを知っていますか。｣

会ができたことを聞いてわたしはとても

喜 びました。そして長老たちに,ず っと

その神様から自分も愛されているのだと … …御霊 がわたしに語 りかけてきまし
福音を伝えたいと思っていたモザンビー

感 じることができないことでした。神様 た。老人に手をかけたまま立ち尽 くして クの友人の住所を手渡すことができたの

が天の御父だと聞 くと,ど うしても暴力 いるわたしのところにシスターが助けに で した 。

的だった父のことが思い出され,自 分は 来て,何 とか老人をコンクリートの浴槽 ポルトガルでは,ア フリカからの移民

愛されるのにふさわしくないと感じてし まで運びました。するとまた,｢キ リスト がた くさんいる地区に召 され,ヨ ーロッ

まうので した。 は一人一人 の苦 しみを背負 われたので パにいなが らアフリカにいるような伝道

でも,あ る朝,｢神 様,わ たしはあなた すよ｣と いう声が心に響 きました。骨 と をする機会を得ました。そこでわたしは
馳

の娘なのですか……P｣と つぶやいたと
みた ま

き,否 定 しようのない強い御霊 を感 じて

皮 だけのように細 くやせこけた老人の背

中をわたしは, .子 どものように泣きじゃ

再び,モ ザンビークの人々をはじめいろ

いろな国の人に福音を伝えることができ

涙が止 まらなくなりました。神様は祈 り くりながら洗いました。 ました。わたしの旅の経験は伝道でどん .

にならないわたしの声を聞いてください 帰国後,ひ ざまず いて何度も祈る中, どん生かされていき,主 がわたしのこと
みこころ あかし

ました。愛されていたんだという感謝の 伝道に出ることが主の御心であると強く を知ってくださっているという確かな証

気持ちでいっぱいになり,思 わずひざま 感じました。けれ ども自分はふさわしく を得 ることができました。自分が感 じた

ずきました。 ないという気持ちがありました。｢ど うし 主の愛 を少 しでも多 くの人に伝えようと

てわたしのような者に伝道に出るようお 必死に働 きました。様々な人々が霊 的に

人の価値

その後わたしは,海 外援助の仕事を

するための専門知識を得べく,大 学院

へと進学して国際政治学を専攻しまし

た。毎日ユ5時間働いて学費と生活費を

稼ぎ,そ の合間に勉強してやっとの思い

で手に入れたチャンスでした。けれども

わたしの心はなぜか満たされませんでし
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